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ワークスタイルはどう変わっていくか︖



東京のオフィスマーケット（空室率推移）
東京ビジネス地区／2020年9⽉時点 平均空室率の上昇続く

出所：三⻤商事「オフィスマーケットデータ」（2020.9）
https://www.e-miki.com/market/tokyo/

東京ビジネス地区（都⼼5区／千代⽥・中央・港・新宿・渋⾕区）の9⽉時点の平均空室率は3.43％、前⽉⽐0.36ポ
イント上げました。9⽉は⼤型空室の募集開始や集約などに伴う解約の影響が⼤きかったこともあり、東京ビジネス
全体の空室⾯積がこの1カ⽉間で約2万9千坪増加し、平均空室率は7カ⽉連続の上昇となりました。
新築ビルの9⽉時点の空室率は2.31％、前⽉⽐0.15ポイント下げました。9⽉は⼩規模な成約の動きが⾒られたため、
同空室率が低下しました。既存ビルの9⽉時点の空室率は3.47％、前⽉⽐0.38ポイント上げました。9⽉は成約の動
きが⼩規模に⽌まり、⼤型空室の募集開始や解約の影響もあったため、同空室率が上昇しました。
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2000年以降のオフィス空室率（ニッセイ基礎研究所）
・直近のボトムからの上昇幅（悪化幅）は、中⼩規模のオフィスほど空室率が上昇している。

⼤規模ビル+0.25％＜⼤型ビル+0.56％＜中型ビル+0.66％＜⼩型ビル+0.92％
・今回の危機で相対的に⼤きな打撃を受けているサービス業には中⼩企業が多い。

⼤企業よりも中⼩企業の⽅が財務基盤が弱く、資⾦繰りの懸念がある。
・オフィス賃料負担を軽減するため賃貸スペースを返す中⼩企業も増加してきている。
中⼩テナントの多い中⼩規模のオフィスビルほど空室率が上昇している。
また中⼩ビルほど築年数も古いのでそれも空室率悪化を加速させる

出所：ニッセイ基礎研究所「新型コロナによる⼤封鎖が不動産市場に与えた影響－不確実性の⾼まる世界において。不動産投資を再考する（３）」
（2020.7.28） https://www.nli‐research.co.jp/report/detail/id=65018&pno=2?site=nli

マーケット規模

⼤型＝5000坪以上
⼩型＝5000坪以下

とすると

棟数
⼤型︓⼩型＝１︓９

床⾯積
⼤型︓⼩型＝５︓５

※詳細は18－20ｐ
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（出所）三幸エステートのデータをもとにニッセイ基礎研究所作成

図表6︓東京都⼼5区の空室率の推移



出所：ザイマックス総研「オフィスピラミッド2020）」（2020.1.10） https://soken.xymax.co.jp/2020/01/10/2001-stock_pyramid_2020/ 6

図表3︓東京都⼼5区オフィスピラミッド2020（賃貸⾯積ベース）

東京都⼼5区 975万坪 6,829棟 平均築年数31.9年

都⼼5区と周辺18区のマーケット構造差異（ザイマックス総研）
図表３の都⼼5区（中央区、千代⽥区、港区、渋⾕区、新宿区）のほうが、⼤規模物件が多く、かつ築年数も浅いものが多い
図表５をみると、周辺18区はバブル期に建てられた中⼩規模ビルが極めて⼤きいことが分かる

図表5︓東京周辺18区オフィスピラミッド2020（賃貸⾯積ベース）

東京周辺18区 320万坪 2,464棟 平均築年数30.9年



各々の⽬線を合わせると、どのような解があるか︖
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経営者⽬線 従業員⽬線

・業績悪化すればオフィス縮⼩

・在宅定着すればオフィス縮⼩

・従業員の健康確保のための
空間ソーシャルディスタンス

・在宅ワークは快適

・仕事＜暮らし優先の要望

オフィス事業者⽬線

・在宅環境が整っていない

・在宅ワークは寂しい/ストレス

・都⼼オフィスの賃料下落は
避けたい

・多様な働き⽅の受け⽫を
提案する必要性



8社会資本整備審議会住宅宅地分科会 不動産協会菰⽥⽒発表資料より抜粋

働く場は ①在宅 ②分散型 ③拠点型の３種混合︖

出所︓ニッセイ基礎研究所「新型コロナによるデジタル化がもたらしたオフィス市場の不確
実性－不確実性の⾼まる世界において。不動産投資を再考する（４）」（2020.7.28）
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=65018&pno=2?site=nli

オフィスは、都⼼⼀極集中から、郊外、リゾートへと⼀定の分散が図られる⽅向。
また仕事のポータルの役割がデジタル・プラットフォームに移れば、オフィスと住宅の境界を曖昧にし
たように、ホテルや商業施設など他のセクターとオフィスの境界線も薄くなる。
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コロナ禍で、住み替え市場は停滞か、活性か︖



コロナ禍での住み替え⾏動変容の状況
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3⽉の「学校休校」4⽉の「在宅勤務」＆「ステイホーム推奨」

⾃宅の仕事スペース不⾜ →広さ志向
騒⾳クレーム増加（前年の2倍〜5倍） →⼀⼾建て志向
オフィス通勤頻度減少 →駅距離妥協、各駅停⾞駅許容

①都⼼→郊外、東京→地⽅の動き。ただし特徴ある地域に限られる

②郊外の⼀⼾建てが売れているが、賃貸居住＆在宅組が狭さと性能に耐えきれず脱出が現状

③駅距離重視が弱まり、広さを重視する志向が定着。

④上記の傾向は⾸都圏で特異的に⾼く、地⽅にいくと変化量は少ない



住み替え検討意欲は、5⽉より9⽉のほうが⾼い（⾸都圏）
5⽉時調査に⽐較し、促進された(新規＋強化)と回答した割合が11pt増加(22%→33%)した⼀⽅で、
抑制されたと回答した割合は9pt減少(36pt→27pt)
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今回調査(９⽉実施)今回調査(９⽉実施) 前回調査(５⽉実施)前回調査(５⽉実施)

22%

36%

42%

促進された

抑制された

影響はない

※WB後サンプル数︓523,569（実サンプル数︓465）

33%

27%

41%

促進された

抑制された

影響はない

※WB後サンプル数︓1,098,187（実サンプル数︓271）

新型コロナウイルス感染症の拡⼤は、あなたの住まい探しにどのような影響を及ぼしましたか。 あてはまるものをすべてお選びください。

※ 次のいずれかを選択した⼈を対象に集計︔「住まい探し始めのきっかけになった」「住まい探しの後押しになった」「契約の後押しになった」
「モデルルーム・モデルハウス・住宅展⽰場・不動産店舗・実物物件を⾒に⾏くことをやめた」「検討を休⽌した、いったん様⼦⾒にした」「検討を中⽌した」「影響はない」

リリース前情報
投影のみ

出典︓リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けた『住宅購⼊・建築検討者』調査」（2020年10⽉予定）
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5⽉時調査と⽐較し、9⽉は⾸都圏・東海は「抑制」減少し「促進」が 増加。
⼤⼿ビルダーの数社は6-8⽉で過去最⾼の⽉間成約棟数を記録。

今回調査(9⽉実施) 前回調査(5⽉実施)

33%

27%

41%

抑制された

促進された影響はない 22%

36%

42%

促進された

抑制された

影響はない

⾸都圏

住み替え検討意欲は、5⽉より9⽉のほうが⾼い（⾸都圏）



検討者の意向︓感染症拡⼤の影響② ＜⾸都圏・売買・詳細＞
検討種別「新築MS検討」、年収「~400万円」「1000万円以上」、家族構成「シングル」、年代「20代」「60代」
の検討意向回復(5⽉時に⽐較し「促進された」回答割合が増加)傾向が強い
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総計

検
討
種
別

新築マンション

新築⼀⼾建て

中古マンション

中古⼀⼾建て

~400万未満

400~600万円未満

注⽂住宅

800~1000万円未満

1000万円以上

シングル

600~800万円未満

夫婦のみ
⼦供あり

(⻑⼦⼩学⽣まで)
⼦供あり

(⻑⼦中学⽣以上)

20代

30代

40代

50代

世
帯
年
収

家
族
構
成

年
代

60代

33%
36%
33%
32%
29%
38%

50%
19%
21%

32%
39%
38%

30%
35%

27%
51%

32%
28%

21%
25%

41%
38%

38%
47%

43%
32%

35%
61%

46%
31%

34%
43%

46%
43%

36%
39%

32%
46%

42%
51%

27%
26%
29%
21%

28%
30%

15%
20%

33%
37%

27%
19%

25%
21%

36%
10%

35%
26%

37%
24%

抑制された
影響はない
促進された

22%
31%

17%
24%

18%
27%
23%
32%

14%
23%
19%
17%

29%
25%
21%

37%
25%

16%
13%
12%

42%
32%

35%
41%

44%
39%
46%

43%
54%
41%

34%
50%

40%
42%

42%
32%

44%
43%
45%
49%

36%
37%

48%
35%
37%
34%
31%
25%

33%
36%

47%
33%
31%
33%
38%
30%
31%

41%
42%
40%

今回調査(９⽉実施) 前回調査(５⽉実施)

リリース前情報
投影のみ
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現象 騒⾳クレームが増加（普段いない⼈が在宅で顕在化）
現象 テレワークが続くなら４⼈に１⼈が住み替え検討 （狭く性能低めの賃貸のほうが多い）

★実際のテレワークきっかけ移動予想数は
24％×30％（テレワーク継続率）×20％（住み替え実⾏率）＝1.5％程度かと

★賃貸も含めた1年の総移動数は約250万。5000万世帯の5％。そう考えると上記は少なくない

テレワークが続くなら、4⼈に1⼈が住み替え検討したい

騒⾳に関する検索ボリューム
（GoogleTrendより）

コロナ禍で
今年4⽉から
不満が顕在化

管理会社への
クレームが倍増



在宅ワークで「広さ不⾜」とともに「快適性能不⾜」も露呈した

15出典︓リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けた『賃貸検討者』調査」（2020年9⽉）

「仕事専⽤スペースほしい」 「部屋数ほしい」等、居住⾯積関連の項⽬が⾼い
「遮⾳性」 「⽇当たり」「通⾵」「省エネ」など居住快適性を求める項⽬も⾼い

感染症の拡⼤が起きる前の時点と⽐べて、住宅に求める条件はどのように変わりましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉５⽉ 9⽉
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コロナ禍で、住み替えた⼈はどんな⼈か︖

出典︓リクルート住まいカンパニー購⼊者動向調査（2020年8⽉）⾸都圏
2019年4⽉〜8⽉・2020年4⽉〜8⽉の新築⼾建て住宅・新陸マンション契約者データを元に分析
※2020年4⽉〜8⽉においては営業活動を⾏っていた売主が限定的であったため、集計結果は売主影響を受けている可能性があります。



コロナ禍での住宅契約者＿検討期間。新築⼀⼾建ては短縮化
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<新築⼀⼾建て> ・0~２カ⽉で購⼊している層が増加
<新築マンション>・⼤きな変化なし、⼀⼾建てに⽐べると検討期間⻑い。

19年4～8月 20年4～8月
0カ月 7% 9%
1ヵ月 12% 20%
2ヵ月 14% 15%
3ヵ月 16% 11%
4ヵ月 4% 6%
5ヵ月 10% 6%
6ヵ月 5% 4%
7ヵ月 5% 4%
8ヵ月 2% 2%
9ヵ月 2% 2%
10ヵ月 2% 1%
11ヵ月 2% 2%
12ヵ月 2% 3%
13ヵ月 2% 2%
14ヵ月 1% 1%
15カ月以上 13% 14%

19年4～8月 20年4～8月
0カ月 0% 0%
1ヵ月 0% 0%
2ヵ月 0% 0%
3ヵ月 0% 0%
4ヵ月 0% 0%
5ヵ月 1% 1%
6ヵ月 2% 1%
7ヵ月 3% 3%
8ヵ月 3% 3%
9ヵ月 3% 3%
10ヵ月 2% 3%
11ヵ月 2% 2%
12ヵ月 8% 5%
13ヵ月 22% 17%
14ヵ月 18% 18%
15カ月以上 36% 44%

■購⼊を思い⽴ってから契約までの期間(新築⼀⼾建て) ■購⼊を思い⽴ってから契約までの期間(新築マンション) 

出典︓リクルート住まいカンパニー購⼊者動向調査（2020年8⽉）⾸都圏
2019年4⽉〜8⽉・2020年4⽉〜8⽉の新築⼾建て住宅・新陸マンション契約者データを元に分析
※2020年4⽉〜8⽉においては営業活動を⾏っていた売主が限定的であったため、集計結果は売主影響を受けている可能性があります。



コロナ禍での住宅契約者＿契約者は20代が増加
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出典︓リクルート住まいカンパニー購⼊者動向調査（2020年8⽉）⾸都圏
2019年4⽉〜8⽉・2020年4⽉〜8⽉契約者データを元に分析
※2020年4⽉〜8⽉においては営業活動を⾏っていた売主が限定的であったため、集計結果は売主影響を受けている可能性があります。

19年4～8月 20年4～8月
20～24歳 0.7% 0.6%
25～29歳 13.0% 17.4%
30～34歳 31.2% 30.7%
35～39歳 22.4% 20.2%
40～44歳 13.0% 13.4%
45～49歳 6.7% 6.8%
50～54歳 4.5% 3.1%
55～59歳 3.2% 2.7%
60歳以上 5.3% 5.0%
未回答 0.8% 0.2%

19年4～8月 20年4～8月
300万円未満 1.3% 1.2%
300～400万円未満 1.2% 0.9%
400～500万円未満 4.5% 3.8%
500～600万円未満 9.4% 7.8%
600～700万円未満 11.2% 10.6%
700～800万円未満 12.7% 10.3%
800～1000万円未満 21.5% 21.0%
1000～1200万円未満 16.8% 15.5%
1200～1500万円未満 12.2% 17.2%
1500～2000万円未満 6.3% 8.5%
2000～2500万円未満 1.9% 2.3%
2500万円以上 1.1% 0.9%

19年4～8月 20年4～8月
20代 18.8% 20.5%
30～34歳 32.1% 30.1%
35～39歳 25.5% 22.6%
40代 17.6% 19.9%
50歳以上 6.1% 6.0%

19年4～8月 20年4～8月
300万円未満 0.65% 1.30%
300～400万円未満 2.58% 4.81%
400～500万円未満 16.13% 13.38%
500～600万円未満 14.84% 17.14%
600～700万円未満 14.84% 13.25%
700～800万円未満 14.19% 15.19%
800～1000万円未満 22.58% 19.09%
1000～1200万円未満 8.39% 8.83%
1200～1500万円未満 5.16% 4.42%
1500～2000万円未満 0.65% 2.34%
2000～2500万円未満 0.00% 0.13%
2500万円以上 0.00% 0.13%

■世帯主年齢帯・世帯年収帯(新築⼀⼾建て) ■世帯主年齢帯・世帯年収帯(新築マンション)

<新築⼀⼾建て> ・20代の購⼊が微増
<新築マンション>・ 20代の購⼊が微増。世帯年収1000万円以上が約45％。平均でも約1000万弱。



コロナ禍での住宅契約者＿物件契約価格帯・平均購⼊額の変化
【⾸都圏】

19年4～8月 20年4～8月
1000万円未満 0% 0%
1000～1500万円未満 0% 0%
1500～2000万円未満 3% 4%
2000～2500万円未満 6% 13%
2500～3000万円未満 10% 18%
3000～3500万円未満 18% 18%
3500～4000万円未満 15% 14%
4000～4500万円未満 14% 14%
4500～5000万円未満 11% 7%
5000～5500万円未満 8% 4%
5500～6000万円未満 6% 4%
6000～6500万円未満 2% 2%
6500～7000万円未満 2% 1%
7000～7500万円未満 2% 0%
7500～8000万円未満 1% 1%
8000～8500万円未満 0% 0%
8500～9000万円未満 0% 0%
9000～9500万円未満 0% 0%
9500～1億円未満 1% 0%
1億円以上 1% 0%

■物件契約価格帯(新築⼀⼾建て)

<新築⼀⼾建て> ・契約物件価格が減少。低価格帯（3000万円未満）の割合が増加
<新築マンション>・⼤きな変化なし
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19年4～8月 20年4～8月
1500～2000万円未満 0% 0%
2000～2500万円未満 0% 0%
2500～3000万円未満 2% 1%
3000～3500万円未満 8% 6%
3500～4000万円未満 12% 10%
4000～4500万円未満 12% 14%
4500～5000万円未満 13% 13%
5000～5500万円未満 14% 12%
5500～6000万円未満 11% 12%
6000～6500万円未満 8% 9%
6500～7000万円未満 7% 7%
7000～7500万円未満 5% 4%
7500～8000万円未満 3% 5%
8000～8500万円未満 2% 3%
8500～9000万円未満 1% 2%
9000～9500万円未満 1% 1%
9500～1億円未満 0% 1%
1億円以上 2% 2%

■物件契約価格帯(新築マンション)

出典︓リクルート住まいカンパニー購⼊者動向調査（2020年8⽉）⾸都圏
2019年4⽉〜8⽉・2020年4⽉〜8⽉の新築⼾建て住宅・新陸マンション契約者データを元に分析
※2020年4⽉〜8⽉においては営業活動を⾏っていた売主が限定的であったため、集計結果は売主影響を受けている可能性があります。



⾃⼰資⾦⽐率、新築⼀⼾建ては頭⾦ゼロ購⼊者が増加

■⾃⼰資本⽐率帯(新築⼀⼾建て)
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19年4～8月 20年4～8月
0% 21% 32%
5%未満 40% 29%
5～10%未満 7% 13%
10～15%未満 5% 7%
15～20%未満 7% 3%
20～25%未満 4% 4%
25～30%未満 2% 3%
30～40%未満 5% 3%
40～50%未満 1% 1%
50～100%未満 3% 2%
全額キャッシュ 3% 2%

19年4～8月 20年4～8月
0 16% 13%
5%未満 28% 30%
5～10%未満 14% 14%
10～15%未満 11% 10%
15～20%未満 5% 5%
20～25%未満 5% 6%
25～30%未満 3% 5%
30～40%未満 4% 4%
40～50%未満 3% 2%
50～100%未満 4% 3%
全額キャッシュ 8% 9%

■⾃⼰資本⽐率帯(新築マンション)

<新築⼀⼾建て> ・⾃⼰資⾦⽐率０％(頭⾦なし)が、21.2％から32.1％に増加
<新築マンション>・⼤きな変化なし

出典︓リクルート住まいカンパニー購⼊者動向調査（2020年8⽉）⾸都圏
2019年4⽉〜8⽉・2020年4⽉〜8⽉の新築⼾建て住宅・新陸マンション契約者データを元に分析
※2020年4⽉〜8⽉においては営業活動を⾏っていた売主が限定的であったため、集計結果は売主影響を受けている可能性があります。



新築⼀⼾建ては駅距離を妥協するが、マンションは妥協しない

■駅距離妥協(新築⼀⼾建て)

<新築⼀⼾建て>
・エリア・駅距離について「妥協した」割合は昨年と変化していない。
・駅徒歩分数は16分以上の割合が増加。

<新築マンション>
・エリアについては昨年から変化はないが、駅距離については「妥協した」割合が減少。
・駅徒歩分数についても5分以内割合が増加。

21

■契約物件の駅徒歩分数(新築マンション)
19年4～8月 20年4～8月

徒歩5分以内 37.1% 42.0%
徒歩6～10分以内 43.9% 39.3%
徒歩11～15分以内 15.0% 15.7%
徒歩16～20分以内 3.2% 2.9%
徒歩21分以上 0.7% 0.1%

19年4～8月 20年4～8月
妥協した 30.6% 25.1%
妥協していない 69.4% 74.9%

■駅距離妥協(新築マンション)

■契約物件の駅徒歩分数(新築⼀⼾建て)

■エリア妥協(新築マンション)
19年4～8月 20年4～8月

妥協した 20.1% 19.3%
妥協していない 79.9% 80.7%

■エリア妥協(新築⼀⼾建て)

19年4～8月 20年4～8月
徒歩5分以内 7.8% 8.0%
徒歩6～10分以内 37.2% 21.4%
徒歩11～15分以内 36.4% 35.0%
徒歩16～20分以内 10.1% 25.1%
徒歩21分以上 8.5% 10.4%

19年4～8月 20年4～8月
妥協した 24.2% 21.0%
妥協していない 75.8% 79.0%

19年4～8月 20年4～8月
妥協した 45.1% 43.8%
妥協していない 54.9% 56.2%

出典︓リクルート住まいカンパニー購⼊者動向調査（2020年8⽉）⾸都圏
2019年4⽉〜8⽉・2020年4⽉〜8⽉の新築⼾建て住宅・新陸マンション契約者データを元に分析
※2020年4⽉〜8⽉においては営業活動を⾏っていた売主が限定的であったため、集計結果は売主影響を受けている可能性があります。
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テレワークをきっかけに郊外移住する⼈も



ワークスペースを壁で区切らずガラスに
したことで、窓の外の景⾊も⾒えて開放
的で作業をしていても息苦しくならない
。ガラス窓を開けるとリビングにいる家
族と会話もでき、集中したい時には窓と
カーテンを閉めれば完全に個室にするこ
ともできるので、気分や状況次第で使い
分けることができる。

■家族とつながりながらも集中できる空間
〜リビングの⼀⾓にガラス張りの⼩部屋

「職住融合」快適ワークスペースを⾃ら⾃宅に作る
■⼼地よく働ける⼯夫
〜リビング窓際にテーブルを造作

リビング脇の窓際のデットスペースにぴっ
たりはまるテーブルを造作。テーブルの⾼
さを65cmと低めにつくることで、⻑時間
座っていても疲れないよう⼯夫。

（提供︓株式会社リビタ） （提供︓株式会社リビタ） 23

■来客対応しやすいワークスペース

（提供︓株式会社ブルースタジオ）

⽞関から直接つながるワークスペ
ースで
仕事での来客対応にも対応
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コロナ禍で、郊外や地⽅移住は進むのか︖



25

住宅に求める条件︓広さ・駅距離意向 ＜⾸都圏・売買＞
広さ・駅距離意向は5⽉時調査時より⼤きく変化はなく、広さを重視する割合が過半数(53%)

住み替え先の住まいは、広さと駅からの距離ならどちらを重視していましたか／していますか。

広さ派合計
(今年5⽉時⽐較)

駅距離派合計
(今年5⽉時⽐較)

昨年12⽉時
調査

昨年12⽉時
調査

今年５⽉時
調査

今年５⽉時
調査

今回調査
(9⽉実施)
今回調査
(9⽉実施) 13%

12%

11%

40%

40%

31%

18%

18%

18%

24%

25%

35%

5%

5%

5%

ぜったい広さ
ぜったい駅からの距離どちらかといえば広さ

どちらでもよい

どちらかといえば駅からの距離

53%
(+1%)

29%
(-1%)

52% 30%

42% 40%

リリース前情報
投影のみ

出典︓リクルート住まいカンパニー「コロナ禍を受けた『住宅購⼊・建築検討者』調査」（2020年11⽉予定）
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閲覧数伸び率が⾼いのは、新築は通える近郊外、中古は⾃然･リゾート

出典︓ＳＵＵＭＯの閲覧数データより

【中古⼾建×詳細PV数】【新築⼾建×詳細PV数】 【中古マンション×詳細PV数】

千葉・神奈川・栃⽊のリゾートエリア
（＝住み替え＋⼆拠点⽬ニーズ）

近郊外かつ割安な街
（＝賃貸脱出しやすい価格帯エリア）

神奈川のリゾートエリア
（＝住み替え＋⼆拠点⽬ニーズ）



郊外ワンストップ、各駅停⾞駅、都⼼＋リゾート⼆拠点の可能性

27

コロナ禍で
注⽬される
街はどこか︖

郊外ワンストップ
中核都市

都内＋リゾート
⼆拠点

・千葉
・吉川
・⼾⽥
・清瀬

・館⼭
・逗⼦
・葉⼭
・那須

新築⼾建て
閲覧数伸び 編集⻑⾒たて

・千葉
・⼤宮
・⽴川
・町⽥

中古⼾建て
閲覧数伸び

・房総
・逗⼦/葉⼭
・軽井沢
・那須

編集⻑⾒たて

各駅停⾞駅

快速停⾞駅、複数路線駅ではな
く、その駅の隣駅がねらい⽬
理由
①住⺠以外がいなくて安⼼
②知り合いが作りやすい
③価格、賃料が割安



住む街の時間が⻑くなる＝住みやすさ・愛着度が指標に

28出典︓リクルート住まいカンパニー「住みたい街・愛されている街ランキング2020」

住みたい街ランキング 住⺠に愛されている街ランキング

順位 駅名
（代表的な沿線） 得点

1位 横浜（京浜急⾏本線） 1,190
2位 恵⽐寿（JR⼭⼿線） 967
3位 吉祥寺（JR中央線） 782
4位 ⼤宮（JR京浜東北線） 688
5位 ⽬⿊（JR⼭⼿線） 603
6位 品川（JR⼭⼿線） 565
7位 新宿（JR⼭⼿線） 558
8位 池袋（JR⼭⼿線） 473
9位 中⽬⿊（東急東横線） 464
10位 浦和（JR京浜東北線） 429

JR・ターミナル駅が多い ⇔ 私鉄・各駅停⾞駅が多い

順位 駅名
（代表的な沿線） 平均評価点

1位 ⽚瀬江ノ島（⼩⽥急江ノ島線） 4.458
2位 ⾺⾞道（みなとみらい線） 4.444
3位 みなとみらい（みなとみらい線） 4.433
4位 代官⼭（東急東横線） 4.429
5位 千駄ヶ⾕（JR総武線） 4.409
6位 ⿇布⼗番（東京メトロ南北線） 4.396
7位 東北沢（⼩⽥急線） 4.388
8位 鵠沼（江ノ島電鉄線） 4.371
9位 緑が丘（東急⼤井町線） 4.362
10位 鵠沼海岸（⼩⽥急江ノ島線） 4.361

名・阪・４⽀社も調査済み
公開準備中



「横浜」「江ノ島・鵠沼」「⼈気駅の隣駅」が住⺠満⾜度が⾼い

29出典︓リクルート住まいカンパニー「住みたい街・愛されている街ランキング2020」

順位 駅名
（代表的な沿線） 平均評価点

1位 ⽚瀬江ノ島（⼩⽥急江ノ島線） 4.458

2位 ⾺⾞道（みなとみらい線） 4.444

3位 みなとみらい（みなとみらい線） 4.433

4位 代官⼭（東急東横線） 4.429

5位 千駄ヶ⾕（JR総武線） 4.409

6位 ⿇布⼗番（東京メトロ南北線） 4.396

7位 東北沢（⼩⽥急線） 4.388

8位 鵠沼（江ノ島電鉄線） 4.371

9位 緑が丘（東急⼤井町線） 4.362

10位 鵠沼海岸（⼩⽥急江ノ島線） 4.361

順位 駅名
（代表的な沿線） 平均評価点

11位 三越前（東京メトロ銀座線） 4.350

12位 ⾚⽻橋（都営⼤江⼾線） 4.341

13位 代々⽊上原（東京メトロ千代⽥線） 4.330

14位 ⽜込神楽坂（都営⼤江⼾線） 4.322

15位 奥沢（東急⽬⿊線） 4.321

16位 ⾼島町（ブルーライン） 4.319

17位 茗荷⾕（東京メトロ丸ノ内線） 4.310

18位
代々⽊公園（東京メトロ千代⽥線） 4.307

広尾（東京メトロ⽇⽐⾕線） 4.307

20位 ⽩⾦台（東京メトロ南北線） 4.301

SUUMO「住⺠に愛されている街ランキング」TOP20（関東）



「よそもの許容」「暮らし⽅の⾃由、多様」の郊外が強い

30出典︓リクルート住まいカンパニー「住みたい街・愛されている街ランキング2020」

〇海が好きで移住してきた⼈たちが多く、オープンマインドな⼈が多い
・街のカラーを理解した⼈が移住してくるのでなじみやすい
・単⾝者でも、地元の店やイベントを通じて顔⾒知りになれる
・お互いの家に招くパーティー⽂化的なものがある
・新しいことを始めることに対し地域の商店街が反対しない（鵠沼海岸）

〇⼦育てがしやすい
・⾝近に海という⾃然があり、のびのびと⼦育てができる
・⼦供たちがお互いの家に⾏くことに対してお互い何の気兼ねもない
・中学受験をすることが⼀般的ではない
（⾼校受験から頑張ろうという空気感）

〇藤沢市の⾏政サービスが良い
・鎌倉と⽐べて税⾦が安い。⼯業・農業・観光等で税収が多い。
ゴミが個別回収など⾏政サービスが良く、財政健全度も⾼い

〇買い物は⾃転⾞で
・街がフラットなので、みんな⾃転⾞で藤沢や辻堂まで買い物に⾏く

「松の杜くげぬま」が家の庭で⽉１で開催しているヨガ＆ランチ会

「松の杜くげぬま」が開催している「クリスマスおやつ作りワークショッ
プ」には親⼦での参加もたくさん



31出典︓リクルート住まいカンパニー「住みたい街・愛されている街ランキング2020」

〇地元は落ち着いたコミュニティ、
買い物は賑やかな隣駅が⼀番住みやすい!?
・地元の店に⾏くと、顔なじみに出会う
・ぽつんと名店がある
・商業集積駅が隣だと⽣活には困らない
・⼀⼾建てに住んでも駅まで近い

〇⼭の⼿意識がある
・住宅地としての歴史や誇りを住⺠が伝承
・住みやすさ＝閑静な落ち着き
・個性的な低層マンション、注⽂住宅が街を彩る

〇地域の祭りや町内会の活動が盛ん
・地域のお祭りに商店街の⼈のみならず、
住⺠が主体的に参加している
・町内会で独⾃のイベントを多数企画している

今後の注⽬は「⼈気駅」の隣駅︕︖
「下北沢」(67位)より「東北沢」(7位)が上位
「⾃由が丘」(30位)より「緑が丘」(9位)「奥沢」(15位)が上位



32出典︓リクルート住まいカンパニー「住みたい街・愛されている街ランキング2020」

今後の注⽬は「⼈気駅」の隣町
＜ファミリー向け・家賃相場10万円以下『住⺠に愛されている街ランキング』 TOP10＞

家賃相場（万円）
ファミリー向け物件

1 舞浜 JR京葉線 千葉県浦安市 4.24 10.00
2 加茂宮 埼⽟新都市交通伊奈線 埼⽟県さいたま市 4.10 8.50
3 新⼤津 京急久⾥浜線 神奈川県横須賀市 4.08 8.50
4 藤沢本町 ⼩⽥急江ノ島線 神奈川県藤沢市 4.07 9.20
5 京成幕張 京成千葉線 千葉県千葉市 4.05 8.98
6 京王⽚倉 京王⾼尾線 東京都⼋王⼦市 4.04 8.55
7 鉄道博物館 埼⽟新都市交通伊奈線 埼⽟県さいたま市 4.03 8.80
8 南多摩 JR南武線 東京都稲城市 4.03 10.00
9 ⼩⽥急多摩センター ⼩⽥急多摩線 東京都多摩市 4.03 9.50
10 北茅ケ崎 JR相模線 神奈川県茅ヶ崎市 4.02 8.20

順位 駅名 代表的な沿線 所在地 ⼀⼈暮らし以外の
住⺠の平均評価点



33出典︓リクルート住まいカンパニー「住みたい街・愛されている街ランキング2020」

加茂宮。上位の理由 110の専⾨店・レストランがある埼⽟
県内最⼤級のショッピングセンター
「ステラタウン」

市営の⼤型⽂化施設
「さいたま市プラザノース」



東京→関東近郊県への問い合わせ率が伸びている

34

全国に均等に物件がある中古⼀⼾建てをベースに、東京在住者がどの県の物件に問い合わせているかを調べた
1⽉⽐の伸び率では関東近郊の⼭梨・栃⽊・茨城・群⾺・⻑野が⾼い
また1都3県では、東京在住→神奈川県物件へ問い合わせ の伸び率が⾼く、次いで千葉。

出典︓ＳＵＵＭＯの問い合わせデータより

投影のみ



35(C) Recruit □□□□□□□□ Co., Ltd. All rights reserved.

デュアラー
旧来は、豪華な別荘が持てる富裕層や、仕事がなく時間に余裕があるリタイヤ組が楽しむものだという
イメージがあったデュアルライフ（⼆拠点⽣活）。

近年は、空き家やシェアハウスを活⽤して、20〜30代のビジネスパーソンやファミリーがデュアルラ
イフを楽しみ始めている。

憧れはあってもお⾦がかかるからムリなのではないか。そんなイメージに反して、安価で気軽に始めら
れるサービスや取り組みが登場しているほか、⼤規模マンションや教育の現場もデュアルライフを後押
ししており、今後さらにデュアルライフを楽しむ動きは広がっていくだろう。そして、多くの⼈が当た
り前に⾏う時代になっていくとみている。

私たちは、こうした都⼼と⽥舎のデュアルライフを楽しむ⼈たちのことをデュアラーと名付けた。

が増え、当たり前の時代になっていく

都⼼と⽥舎の２つの⽣活＝デュアルライフ（⼆拠点⽣活）を楽しむ⼈
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ニ拠点居住（デュアラー）
平⽇は都⼼、週末⽥舎暮らしを満喫する⼈たちも



38

まとめ
コロナ禍の住まい領域の変化の「可逆」「不可逆」の視点は

①従来から変化しつつあり、コロナ禍で加速されたもの → 不可逆

②コロナ禍で急遽⽣まれた潮流 → 可逆

③快適性・合理性を実感したもの → 不可逆

①は、職住融合、⼆拠点居住

②は、駅距離・バス便許容、郊外⼀⼾建て

③は、どこでも会議、仕事・暮らす場の⾃由、快適な居住性能の家


